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<川柳コーナー>

能
登
半
島
地
震
で
の
自
衛
隊
の
救
援
活
動
が
、と
て
も
遅
く
少
な
い
と
問
題
に
な
っ

て
い
る
。１
月
７
日
に
は
侵
略
・
大
規
模
震
災
時
に
最
も
任
務
を
果
た
せ
る
陸
上
自
衛
隊

の
精
強
部
隊
の
第
１
空
挺
団
が
、実
際
の
災
害
救
助
で
な
く
、国
を
守
る
？
訓
練
を
実
施

し
た
。
部
隊
に
は
55
人
、
20
ト
ン
、
30
ト
ン
の
積
載
可
能
な
輸
送
機
が
あ
る
の
に
。

今
回
の
能
登
半
島
地
震
を
受
け
、
原
子

力
規
制
委
員
会
は
10
日
、
今
後
の
原
発
の

審
査
や
安
全
対
策
の
議
論
を
始
め
ま
し
た
。

審
査
中
の
北
陸
電
力
志
賀
原
発
（
石
川
県

志
賀
町
）
に
つ
い
て
、
今
回
の
地
震
の
知

見
を
収
集
す
る
よ
う
原
子
力
規
制
庁
に
指

示
し
ま
し
た
。

こ
の
日
の
規
制
委
の
定
例
会
で
は
、
地

震
の
審
査
を
担
当
す
る
石
渡
明
委
員
が

「
今
回
の
地
震
は
余
震
の
震
源
域
が
１
５

０
キ
ロ
か
そ
れ
以
上
。
い
く
つ
か
の
断
層

が
連
動
し
て
動
い
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
」

と
発
言
し
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
「
専

門
家
の
研
究
を
フ
ォ
ロ
ー
し
、
審
査
に
い

か
す
必
要
が
あ
る
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

も
と
も
と
活
断
層
が
あ
り
、
過
去
に
は
、

運
転
は
で
き
な
い
と
し
た
結
論
を
覆
し
、

運
転
ゴ
ー
の
間
際
で
し
た
が
、
今
回
の
地

震
で
さ
ら
な
る
調
査
に
追
い
込
ま
れ
た
も

の
で
す
。

訓
練
で
な
く
能
登
で
本
番
な
ぜ
や
ら
ぬ

能
登
半
島
地
震

志
賀
原
発
襲
う

避
難
所
と
い
う
と
今
回
も
寒
い
体
育
館
に

大
人
数
で
共
同
生
活
し
て
、
床
に
直
接
布
団

を
敷
い
て
雑
魚
寝
す
る
映
像
が
見
ら
れ
ま
す
。

内
田
議
員
は
昨
年
９
月
の
一
般
質
問
で
、

避
難
所
の
ト
イ
レ
の
あ
り
方
、
エ
ア
コ
ン
の

配
備
を
質
問
し
ま
し
た
。
南
知
多
町
で
は
、

総
合
体
育
館
だ
け
に
、
ガ
ス
エ
ア
コ
ン
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
避
難
所
と
し
て
い
る

各
小
中
学
校
の
体
育
館
に
は
１
カ
所
も
あ
り

ま
せ
ん
。
武
豊
町
は
今
年
度
中
に
す
べ
て
の

師崎海岸

・
変
圧
器
油
漏
れ

・
外
部
電
源
の
主
電
源
を
失
う

・
燃
料
プ
ー
ル
水
漏
れ

・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
一
部
機
能
せ
ず

今
回
の
地
震
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
な
ど
の
初
期
の
報

道
で
は
、
安
全
で
大
丈
夫
の
報
道
だ
っ
た
の

が
、
そ
う
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
志
賀
原
発
が
動
い
て
い
な
か
っ

た
か
ら
、
大
事
に
は
至
ら
な
か
っ
た
だ
け
で

す
。
そ
の
後
の
情
報
に
よ
れ
ば
、
変
圧
器
配

管
が
損
傷
し
油
漏
れ
で
、
外
部
電
源
の
３
電

源
の
う
ち
、
一
番
大
き
な
電
源
を
失
っ
た
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
外
部
電
源
が

一
部
断
た
れ
た
わ
け
で

す
か
ら
異
常
事
態
で
す
。

ま
た
、
使
用
済
み
燃
料

プ
ー
ル
か
ら
も
水
漏
れ

を
起
こ
し
て
お
り
、
放

射
能
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
ス
ト
も
18
カ
所
で
測

原
発
は
廃
炉
へ

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
守
ら
れ

安
心
し
て
過
ご
せ
る
避
難
所
を

元
日
の
能
登
地
震
で
は
、
志
賀
原
子
力
発
電
所
が
あ
る
石
川

県
で
能
登
半
島
を
中
心
に
石
川
県
・
富
山
県
・
福
井
県
に
も
及

ぶ
災
害
が
続
い
て
い
ま
す
。
様
々
な
地
震
報
道
の
中
か
ら
志
賀

原
発
の
真
相
と
避
難
所
対
策
に
つ
い
て
考
え
、
国
や
南
知
多
町

の
防
災
対
策
の
課
題
を
考
え
ま
す
。

定
不
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。
も
し
、
放
射
能

が
漏
れ
た
場
合
、
避
難
に
お
い
て
福
島
第
一

原
発
と
同
じ
災
害
が
起
き
た
こ
と
も
想
定
さ

れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
地
震
の
多
い
日
本
に

は
原
発
を
立
地
す
る
条
件
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
地
震
に
対
す
る
耐
震
基
準
は
、
原

子
炉
本
体
や
格
納
容
器
な
ど
の
主
要
な
部
分

の
み
に
適
用
さ
れ
、
緊
急
時
に
炉
心
を
冷
却

す
る
非
常
用
炉
心
冷
却
装
置
や
配
管
な
ど
の

設
備
は
別
扱
い
で
す
。

関
西
電
力
大
飯
原
発
を
止
め
た
こ
と
で
有

名
な
樋
口
英
明
元
福
井
地
裁
裁
判
官
は
、
日

本
の
原
発
は
民
間
の
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
が
販

売
す
る
耐
震
住
宅
よ
り
は
る
か
に
耐
震
性
が

低
く
な
っ
て
い
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。

日
本
の
避
難
所

世
界
的
に
も
最
低
水
準
？

避
難
所

国
際
基
準
の

「
ス
フ
ィ
ア
基
準
」
を
守
れ

欧
州
等
で
進
ん
で
い
る
避
難
所
の

国
際
基
準
「
ス
フ
ィ
ア
基
準
」

・
１
人
あ
た
り
の
居
住
ス
ペ
ー
ス
は
３
・
５

平
方
メ
ー
ト
ル
（
お
よ
そ
２
畳
）
以
上
、

天
井
の
高
さ
は
２
メ
ー
ト
ル
以
上

・
ト
イ
レ
は
20
人
に
１
つ
、
男
女
比
１
対
３

の
割
合
の
設
置

日
本
も
、
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
や
間
仕
切
り

が
少
し
ず
つ
広
が
っ
て
い
ま
す
。
持
ち
運
び

で
き
る
簡
易
ト
イ
レ
等
の
準
備
も
大
切
で
す
。

床
に
雑
魚
寝
避
難
で
は
、
床
の
ほ
こ
り
を
吸

い
込
む
な
ど
衛
星
面
で
も
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

南
知
多
町
で
も
、
国
際
基
準
を
め
ざ
し
、

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
、
簡
易
テ
ン
ト
等
を
必
要

な
備
蓄
を
す
す
め
る

た
め
に
、
国
・
県
に

も
積
極
的
に
要
請
し
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
確

保
で
き
る
避
難
所
の

実
現
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

一
刻
も
早
く
原
発
は
廃
炉
を

小
中
学
校
の
体
育
館
に
ガ
ス
エ
ア
コ
ン
を
設

置
し
ま
す
。

本
来
は
国
が
対
応
す
る
べ
き
で
す
が
、
町

と
し
て
も
、
国
や
県
に
要
請
し
、
安
心
・
安

全
を
確
保
す
る
こ
と
を
要
求
し
ま
す
。


